２００９年１月３日の遠隔講義より
二元的世界＝これが地上の「本当の」「人生の営み」だという幻想＝対極

　　ひとつを採ればひとつは外されるという選択:－　どちらも１００％

　　＝どちらか＝１００/１００、私のやり方かあなたのやり方か

統一的世界＝我々の真中の神聖な核、大我　＝　全一

中間の世界＝人間として暮らしながら悟っている意識

　　選択されるものには　一時的には/見方によっては　外されるものも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採られるものも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある　
　　＝そして；時には/…かも　＝　５０/５０

１００/１００　＝　個別の自己の世界＝ＩＳＳ＝どちらか

５０/５０　　　＝　宇宙的自己の世界＝ＵＳＳ＝そして

１００　　　　＝　霊、神の世界＝すべて

この地上は統一的世界を表現する場所ではなく、二元性の幻想をはぐくむようにできている。

我々のやることは

－　生/死、私の/あなたの、正/誤、といった人生に即した問題に目を向ける。

－　人生に即した問題ともっと深い真実の違いを見分ける。

－　高次の意識をもちこむ。

－　我々の内の曲解や歪みを変革、浄化させる。

二元性が葛藤を引き起こすのは

－　真実ではないから

－　我々が統一的世界のことを記憶していて、当然のこととして求めるから　
二元性を題材にした作業

１．.自分の中にある二元性を探り出す。

自分のなかの対照的なものを全部取り出してそれを生きるか死ぬかの争点に分けて書き出す。前提として、望ましいものは、たとえそれが自分以外の他人には不利に思えても生の部類に属するものとして捉える。望ましくないものはすべて死の部類に入るものとする。

生　－　正しい、今すぐ、快、秩序、思い通りになる

死　－　間違い、永遠にかなわない、不快、絶望

２．自分を支えている信条のなかにある曲解を探り出す。自分がこだわっている些細なことに注目して、それで何を避けているのか、その避けているかも知れないものを誇張してみる。また、自分が避けたり逃げているものに注目して、その陰にある望ましいものを誇張してみる。

生　－　知っている、幸せ、裕福、認められている、期限どおり、満腹、

　　　　立派な家

死　－　知らない、不幸せ、貧乏、恥・みっともない、遅い、空腹、ぼろ家

３．こういった「死」に対する怖れはもしかしたら自分の二元的見地との慣れあいからなのではないか、と考えることに努めてみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

統一的原理への道を選んだ場合、はじめは明らかな善、明らかな悪とみえていたものが、すぐにそう見えなくなります。そして必ず、善と悪のどちらにも善悪の両方を見出すようになります。この道をさらに追求してゆくと、もはや悪はなくなって善だけがのこります。この道は真の自己の内部へと、すなわち、怯えた、ちっぽけなエゴの関心を超越した真実へとつづいています。
真実をもとめるという単純な行為にも、いくつかの条件が必要です。なかでも、信念や恐怖、慣れ親しんだ生き方など、しがみついているものを手放すことが最も重要です。手放す、というのは、単にそれを疑ってみて、その見方を超えた何かがあるのを理解しようとすることを意味しています。

ＡＤ６　決心の様々な段階より　最初の段階の質問の５

固定観念や偏見を取り除こうとしながらもそうすることに危機感を覚えるとき、その固定観念や偏見をほんとうに手放そうという気になれるとしても、その前にそこにある怖れの力学的背景を理解する覚悟があなた方にあるだろうか？
